
山崎高校　平成3１年度　教科　国語　　科目　現代文Ｂ　年間授業計画
教科：国語　　科目：現代文  　単位数：2単位　　　
対象：第３学年  １組～　６組
使用教科書：標準現代文B（第一学習社）
使用教材：パーフェクト常用漢字問題集（第一学習社）、カラー版新国語便覧（第一学習社）

「新しい博物学を」

各自の読解力に応じて記述内容を把握し、表現されているものを理解する。

「経験の教えについて」

「山椒魚」

「こころ」
各自の読解力に応じて記述内容を把握し、表現されているものを理解する。

中間考査

各自の読解力に応じて記述内容を把握し、表現されているものを理解する。

各自の読解力に応じて記述内容を把握し、表現されているものを理解する。
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評価の観点の方法
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指導内容　 現代文の具体的な指導目標　
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各自の読解力に応じて記述内容を把握し、表現されているものを理解する。

予定
時数

1～2
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「ヒトはなぜヒトになったか」 各自の読解力に応じて記述内容を把握し、表現されているものを理解する。
知・思・関
提出物

表現を味わう。
知・思・関
提出物

「こころ」

知・思・関
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評価の観点の方法指導内容　 現代文の具体的な指導目標　
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冬季休業

１
月

学年末考査

「『である』ことと『する』こと」

1
2
月
「『である』ことと『する』こと」 各自の読解力に応じて記述内容を把握し、表現されているものを理解する。 2
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各自の読解力に応じて記述内容を把握し、表現されているものを理解する。
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